
防災推進国民大会２０１８
「みんなの連携の輪で地域を強くする」

ＮＨＫ解説委員 松本浩司



大阪府北部地震(6/18) ブロック塀など倒壊・落下物対策

今年、相次いだ災害

災害激甚化・連続

「覚悟」求められる

北海道胆振東部地震(9/6) 大規模停電、地盤災害対策

西日本豪雨(7/6-8) 避難行動を起こすことの難しさ

台風２１号(9/4-5) 高潮の脅威・暴風対策



土砂災害2,512ヶ所(過去10年の年平均の2倍以上)

市町村の避難勧告・指示

40ヶ所 13ヶ所

発災前に発表
75％

西日本豪雨での土砂災害と避難

人的被害(死者)が発生した53ヶ所全てに土砂災害警戒情報

しかし避難者は数パーセント

避難を徹底するために何ができるのか







①避難所の環境改善 体育館などの機能充実

②住民自らの取組みを拡大 行政と住民の危機感共有

③実践的な防災教育 避難場所など学び家族で話し合い

④（指定）緊急避難場所 “命を守る場所”を確保

避難行動を起こすために



福岡県朝倉市 本村集落

自主緊急避難場所が命を守った例



住民自ら緊急避難場所を確保（埼玉県戸田市）



NHKの新たな取組み

西日本豪雨
報道をしたが２００人を超える犠牲者（避難間に合わず）

広域豪雨災害で避難を促すためローカル放送充実

命の危機が迫るとき、地方局での避難呼びかけ最優先
●避難呼びかけのモードを判断しローカル放送を充実
●避難呼びかけは「きめ細かく」「強いアナウンス」
●地域放送局をサポートするコンテンツ・環境整備



「地域」防災・減災放送の強化
• 最新情報をきめ細かく伝える「リアルタイム解説」
• 全国の放送局で取り組み



きめ細かい情報提供



外部の専門家との連携



〈災害時〉

①被害の軽減・防止 社会のモードを切り替える

②救援活動の支援 全体状況、最大被害を迅速に

③生活再建・復興支援 長期的に心と暮らしを支える

〈平常時〉

④安全な社会の構築 課題提示、記憶継承

災害報道の役割

「情報で命を救う」


